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W32-E4980

W32-E4980SWP

W32-E4980 2SWP

W32-E4980BIAS

����を��して

��り�し��

���/バイアス/
�������を
��しながらスイープ��

!"�#/$%&'#
/(�# !)*#/

+,.15の��/PN

7:�;による
バイアス����の
?@が�C

ソフトHJKLCのMい

���

フットスイッチ

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

TUVXの��

:YZ[
TU\E4980A

E4980A

GPIB USB- コンバータ

���VXの��

E4980A

W32-E4980SWPだけのLC

"�$

!"�#、$%&'#、(�#の��

トロイダルコイル

!)*#の��

.hコイルによるijが�C。

PN+,の.15のlさを��
pH nH

jo �q
-
-
-

+

+
+

+-

.15

フェルミtu

・E4980ALでごz{の|,の}~�
の������ご��いただいたうえでごz{ください。����7の���などを��しても、エラーメッセージは�ません。E4980AL

z{�Cな �;BIAS
・KEITHLEY
2400, 2401, 2410, 2420, 2425, 2430, 2440
2450, 2460, 2470
KEYSIGHT・

B2901BL, B2910BL
B2901B, B2902B, B2911B, B2912B
B2901A, B2902A, B2911A, B2912A
ADC・

6240, 6241, 6242, 6243, 6244

Ver9～

E4980A/B
E4980AL/BL

LCRメータ

z{できるL¦ E4980A/B, E4980AL/BL

キーサイト・テクノロジーW32-E4980/E4980 /E4980SWP2/E4980SWP BIAS

MAX FUNCTIN3��の を����
65,000ステップのスイープ��MAX

���/���/�� !�の"#$%
&'�や、 *17:;<の"#$%PN

��	
��
や、
����の ��/ ��/ ��に！CV CF CT

E4980Aは、 Keysight Technologiesd の²³です。µ¶ ·

W32-E4980-R
W32-E4980-N

W32-E4980 -SWP R

W32-E4980 2-SWP R

W32-E4980 -BIAS R

W32-E4980 -NSWP

W32-E4980 2-NSWP

W32-E4980 -NBIAS

YJ GP IB- ボード »¼ ½¾¿À

120,000�

240,000�

390,000�

450,000�

Windows
8.1/10/11
(64bit )Æ
Excel2013
Excel2016
Excel2019
Excel2021
(32bit Only)Æ

NI�

NI�

NI�

NI�

ラトックシステムÍ

ラトックシステムÍ

ラトックシステムÍ

ラトックシステムÍ

������

���

MAX65,000
ステップまでの
スイープ��

"�# (�#,
$%&'#
)*#

+,.15PN

7:�;による
バイアス?@
が�C
(Max 1000V)



◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆ MAX FUNCTION.3¦Ôの をÕÖえながら×Øに��ができます。

Ù�されたØÛÛÜで、ÝÞ ßàまでの��し��が�Cで、á��では、3¦Ôまで�� のÙ�ができます。20 FUNCTION
âえば、á��äに「 」「 」「 」をç½èにÕÖえて��します。Cp-D Lp-Q G-B

��Øの��êëレベルや レベルのモニタñも��ñと×Øにóり むことができます。DC BIAS-

��ñと×Øに、「 バイアス�� ��」、「êë�� ��モニタ」、「 �� ��モニタñ」をóり むことができます。DC DC/ / /

マルチメータのTU��も×Øに÷なうことができます。
GP IB- で、マルチメータ�のもうøùの+�が�Cですから、TU�のデータを×Øにóり むことができます。ÍYのTUVXü»が�C
になります。

フットスイッチをz{して��ができますから、:YZ[ýþにÿ�です。

���リアーの �qに�+フットスイッチを+�すれば、��が	
され:YZ[などの�#èな��が�Cになります。TRIGGER
また、á��ñに����を��できますから、 の��が
�にできます。PASS FAIL/

W32-E4980SWPで�@されるLC

W32-E4980 2SWP で�@されるLC

W32-E4980BIASで�@されるLC

ÝÞ ステップまでのスイープ��ができます。65,000

��データは、��� ���への��ÕÖえができますから、スイープñリストを���にÝÞ ステップまで��できます。/ 65,000
��な�����により、インピーダンスアナライザの�{としてz{できます。

�てのパラメータのスイープ��ができます。 ��など(C-V, C-F )

!"のパラメータからスイープ#$の%&ができます。
「���」、「����」、「����」、「バイアス��」、「バイアス��」、「DC SOURCE- ]

.001 -ただし、���'$に を()していない|,は、「バアイス��」「 」のスイープはできません。OPT DC SOURE

��と×Øに!"�#の*�を÷います。
�ての��において、「!"�#」「$%&'#」「(�#」の*�を��と×Øに÷うことができます。

} のリストスイープLCはサポートしておりません。)E4980A

)*#や +,.の.15lさの*�を÷うことができます。PN

7:�;によりバイアス��/��を?@することができます。また、7:バイアスのスイープ��も�Cです。
7:バイアス�;としてz{できるL¦
KEYSIGHT B2900A/Bシリーズ
KEITHLEY /2460/24702400/2410/2420/2425/2430/2440/2450
ADC· 6240A/41A/42/43/44
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��ñと��ñは、Excelシー
トの01のカーソルu3を4
5に!�� に�または6��
�されます。(678)
カーソルu3を9½することに
より、シート:のç;なu3に
データをó<むことができます。

Excelシートにスイープ �=データをó<んだ 、モードで > �½

で¾7したâです。

'ソフトにはç½èに¾7を÷うLCは{~されていませから、

��?@>、�½で¾7を÷なってください。

:

����

��

W32-E4980SWPの��â

��を��します。
「 」を�に�してから「 」PAUSE START
を�すとスポット��モードの��に
なります。
このスポット��モードでは、「 」SPOT
ボタンを�すごとに1'��を(いま
す。また、「+,-.」/には、-.
ではなく23が56されます。

��9に「 」を�すと:-;<PAUSE
=>となり、「 」ボタンが?@にSPOT
なります。
「 」ボタンを�すごとに1'��をSPOT
(います。
「 」をBCすると、2F��にGPAUSE
ります。

��を9Hします。

スポット��モード、または「 」9だけPAUSE
?@になり、�すごとに1'��を(います。

スポット��モードの-だけ?@になり、1つ
Lの��Mをキャンセルし、 ��がXY
です。

E4980A -の アドレスをa�GP IB
します。

GP IB- でeFしたfのマルチメータ
などの��をklするmnにチェ
ックをqけます。
rsはtuをvwください。

56したxての��yzを{|、
または}~みます。

Excelシートへ56した��データが�に
���に�えるようにシートをスクロール
します。

�q-�を��データと:�に シートExcel
に56します。

����からの+,-.を��データと
:�に シートに56します。Excel

����-に�����を シートExcel
に56します。

��Mを シートへ56する��をExcel
���/���で�り�えます。

'ソフトは、 '$に の()をç½èにBKして½¾します。E4980A .001OPT
が()されていない|,は、����がCDされます。OPT.001

'プログラムはExcel:のアドインとして½¾します。F½すると、
Excelシート:に、このウインドウが0われます。「 」ボタンで、START
��と��をを	Iします。 ��を	IするJに、KLな��を
��しておいてください。
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rsな����を��します。
tuvw�さい。

�� !を#�して��を&なう。

��を(う を ¡します。FUNCTION
さらにfの も¦-に��FUNCTION
するmnは、「fの§�」をクリックして
その���で ¡します。
「fの§�」の�をvwください。

��レンジをa�します。

��«の��-.をa�します。

アベレージ'­をa�します。

トリガ��をa�します。
・「 」FREE RUN
��«を =>で��をFREE RUN-
±り²します。³­のFUNCTION
��を(なうmn、´µ¶に「パソ
コン」に�り�えられます。
・「パソコン」
��-.ºにパソコンが��«
に����トリガを»¼します。
��と��の.は��«はHOLD
=>です。��-..ÀのÁÂ
を�げたいmnに ¡します。
・「ÄÅ」
��«リアーの 56¼TRIGGER
Æºに��を(います。
フットスイッチによる��を(うmn
に ¡します。

「 」では、このコンボホックスW32-E4980
はÍÎされません。
スイープのÒÓは「スイープÔし」を ¡し
ます。
・「スイープÔし」
xての��yzをÕ�したまま、��だけ
を±²します。

��t、 シートに56するパラメExcel
ータにチェックをqけます。
チェックをqけると¦-に、56×Øや
Ú�Mを§�する��がÍÎされます。
�ÛÜvw。

��ÝÞ­を56します。

��¼Æをßà/ßáから ¡
し、そのレベルを56します。

��する-..Àを56します。
です。MAX 3,600sec

��する'­やスイープ±²し'­を56
します。 'です。MAX 200,000

トリガçè-.を56します。

フィクスチャのケーブルìさをa�
します。

DC BIAS- をßà/ßáから ¡し、そのレベ
ルを56します。��«に、 のíîOPT.001
?Ôにより、56できるñòがóなりますから、
ごôõください。

DC BIAS ON OFF- /の を ¡します。

��«に がíîされていOPT.001
るmnにだけ ¡がXYです。

の の ¡とDC SOURCE ON OFF- /
そのö6レベルを56します。

1÷・2÷のパラメータを シートへ56する-の×ØとÚ�MExcel
を§�します。
「øM」は、Ω úのそのままのMで56します。,H,F
「�ûÚ�M」「�ûÚ�M」は、üýなmn、þ�またはどちらか
�ûに56します。
�/の�はÚ�を(ないません。
Ú�で のmn、そのMは��で に56されます。FAIL Excel

「>?」と「G�H」のJK �*+-の.�

��データのリアルタイム�Üを
(います。 �Üvw( )

�Üのスケーリングは�にオートスケールとなり、
µのスケーリングは
サポートしておりません。
「スイープÔし」を ¡したmnは、��パラメータの-
�グラフが
�Üされます。
スイープを ¡したmnは、スイープリストと��パラメータの��Üが
�Üされます。たとえば、 ��、 ��が�Üされます。F-C V-C
±り²し��のmnは、 サイクルまでのデータが�Üされます。20

'��のデータは�Üされません。20

このボタンをクリックして、 �ÅのバイアE4980
スと、ÄÅß�によるバイアスを�り�えます。
「 」だけの�Yです。W32-E4980BIAS
rs６ページvw。
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ダブルクリック

��Nàの��ñOPて
のà�を��できます。



「7:;+<」にチェックをGけないJKの7:�

「7:;+<」にチェックをGけたJKの7:�

����

����

ô シートに��Mを56したmnに、その­Mが��ÍÎで56されるmnがあります。)Excel
これは、�Ûのmnに��しますから、 しい��が(なわれなかったことをÍしています。
1.データバッファに��データがÔい。
2.オーバーロードが$%した。
3.¼Æ�の&'Mを*えた¼Æを+öした。
4. ´µレベルコントロール が,-できなかった。ALC( )
�Ûのõ.するrsは、��«にq/するマニュアルをvwください。

ÄÅ��«
で2Âを��
した3

³­の でFUNCTION
³­のパラメータを��
した3

「45ß6」「789:6」
「;ß6」を<=した3
ô だけの�Y)W32-E4980SWP

モニタMを56した3

チェックのQR
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スイープ��を&なう。

'��を÷うためには、��	IJにスイープñリストを シートに��しておくKLがあります。Excel

その��したスイープñをなぞりながら���の��と��を÷います。セルが.Wなると��を?@します。

シートへスイープñリストを��するu3は、X~です。Excel

ただし、「��6�Y」にチェックをZけた|,、Zけない|,で����が[なります。 !"\^8_( )

スイープするÒÓをを ¡します。

・「ÝÞ­ 」( z)KH

の×ØでスイープÝÞ­を に56します。KHz Excel

・「ÝÞ­ 」(Hz)

の×ØでスイープÝÞ­を に56します。Hz Excel

・「��ßà( 」V)

��¼Æßàレベルをスイープします。

mA)・「��ßá( 」

��¼Æßáレベルをスイープします。

V)・「バイアスßà( 」

バ イアスßàレベルをスイープします。 íî>?( .001 )OPT

mA)・「バイアスßá( 」

バ イアスßáレベルをスイープします。 のíîがüý( .001 )OPT

- (V)・「 」DC SOURCE

レベルをスイープします。 のíîがüýDC SOURCE OPT- ( .001 )

Excelシートに56したスープMリストの�@ØAにカーソルをAいて
このボタンをクリックします。スイープMリストØAがCDされます。
�/のセルをa�すると、スイープデータ´µ56��がÍÎされ、
スイープデータを´µ¶に シート�に�Eすることができます。Excel
�Üvw( )

ÝÞ­リストを±²し��するmnの-..Àを56します。

ÝÞ­リストによる��をFサイクル��するかを56します。
'までの56がXYですが、øG、シートの�H、MAX.200,000

または�HにIJすると��はLMします。

「56���」にチェックをqけたmnのスイープMの56��が
óなりますからôõしてください。

スイープデータリストのXY�Z��

�/のセルにカーソルをAいて、
ここをクリックすると、�の��が
ÍÎされ、スイープデータリストを
Excelシートに´µ56できます。
セルが�/ではないmnは、
�の��はÍÎされず、
OPのセルØAのデータが、
スイープデートとしてQlされます。

ここをクリックするとFも56せずにLMします。

ここにスイープyzを§�して、「 」をクリックすると、GO
スイープデータリストが シートに´µ56されます。Excel
56する��は、「56���」のチェックの?Ôで
���/���がR�されます。

「56���」にチェックをqけたmnの
563

「56���」にチェックをqけないmn
の563

スイープ��を÷う|,の、スイープデータのリストをç½èにExcel
シートに��するLCです。

または、 スイープのデータリストがç½èにExcelシート:にLIN LOG
��されます。

チェックのQR
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\]�^によるバイアスcd��を&なう。 } 「 」だけのLCです。) W32-E4980BIAS

LCRメータ/7:バイアス�;/ アダプタの+�は、この7を8_し、ユーザーaで÷ってくDC-BIAS
ださい。

\] バイアスcdfg*DC

7/13

( )DC-BIAS{ケーブルセット

30cm

DCBIAS40-KIT
オプション

Keysight
LCR E4980ALメータ

ワニf

7:
DC-BIAS
ケーブル

DC-BIAS
アダプタ

LCRプロービング
ケーブル

Keysight
B2900A/Bシリーズ

ADC 624X

GPIB-USB�Ö�

GP-IBケーブル

DC-BIAS�;
ユーザーaでご{~!さい。( )

DUT

Keithley
2400シリーズ

Force/Output

バナナパッチコード

z{�Cな �;BIAS
・KEITHLEY
2400, 2401, 2410, 2420, 2425, 2430, 2440
2450, 2460, 2470
KEYSIGHT・

B2901BL, B2910BL
B2901B, B2902B, B2911B, B2912B
B2901A, B2902A, B2911A, B2912A
ADC・

6240, 6241, 6242, 6243, 6244



ソフトlでの、n]バイアスと\]バイアス�^のpりsえ+-

このボタンでh:バイアス/7:バイアスをÕりÖえます。
h:と7:がijにÕりÖわります。

7:バイアスを にします。ON

7:バイアス�;のHkをÙ�します。

KEYSIGHT B2901,B2902,B2911,B2912
KEITHLEY 2400/2410/2420/2425/2430/2440

6240/6241/6242/6243/6244ADC

7:バイアス�;の��を��します。

7:バイアスの��/��の¦Kを%&します。
lし、z{する は、��{/��{をそれぞれz{しなければなりません。Tee

7:バイアスñを��します。
lし、「7: ��」、「7: ��」スイープをÙ�した|,は、BIAS BIAS
このWはnoされません。 シート:に��します。Excel

7:バイアス�;の����
�;の アドレスを��します。GPIB

+��YをÙ�します。pqは、2�qYを%&します。

6243/44を%&した|,にだけ、noされます。
そのstの²{�;の���を%&します。

�;の��レンジの をÙ�します。pqは、 を%&します。AUTO AUTO
�ない|,は、��レンジをキー��します。AUTO

キー��したñが���Cな、Ýwの��レンジに��されます。

CD��ñを��します。

CD��ñの�uをクリックしてÕりÖえます。この�uは、 へ��する��ñの�uになります。Excel

����Ø、45ステップ��>のxちØÛをÙ�します。
45ステップでは、ここで��したz{ØÛ+トリガディレーがz{ØÛになります。

LCRメータの��ñと×Øに�;の��ñをExcelシートにóり み ます。
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ワニf

7:
DC-BIAS
ケーブル

DC-BIAS
アダプタ

Keysight
B2900A/Bシリーズ

ADC 624X

DC-BIAS�;
ユーザーaでご{~!さい。( )

DUT

Keithley
2400シリーズ

Force/Output

Sense

\]バイアス�uを、 vw-で&う+-4

LCRプロービング
ケーブル

C-V DUT DUT DC-BIAS��は、�'èに�インピーダンスの で��を÷うことがJ�ですが、もし、 のインピーダンスがwさい|,、 アダプタの
h:&' Ω の���!によりjしいバイアス��が?@されません。(2K )
その|,、 �qYによりバイアス��?@を÷うと、��ではありませんが、ある�Uの���!を��できます。4
} 7:バイアス�;が、��と��に+�されることになるため、 のキャリブレーションを÷う|,は、7:バイアス�;の) OPEN/SHORT
��は、��の����と×じ にしておいてください。ON
また、 ��では7:�;の���VXの��を�けるため、 �qYはz{しないでください。C-F 4

DUTと7:�;が��+�となるため、
��ñに��が�ることに}~。
Vに、 ��にはお�めできません。C-F

バナナパッチコード



「��6��」にチェックがRい|,のスイープñリストの���Yのâ。

「��6��」にチェックをZけた|,のスイープñリストの���Yのâ。

このセルØAを「ØAST」ボタンでCDします。��データがシートの�HにIJすると��をLMします。

このセルØAを「ØAST」ボタン
でCDします。
��データがシートの�HにIJ
すると��はLMします。

��データâ

��データâ

��Uçè-.を56します。

} ここでのá��#$の~�は、 にZ�するマニュアルを8_ください。) E4980A

´µレベルコントロールを にON
§�します。

´µバイアスW�コントロール
を に§�します。ON

バイアスßáXY�Yを にON
§�します。

DCIレンジを ¡します。

DCRレンジを ¡します。

OPEN ONZ を にして��を
(います。

SHORT ONZ を にして��を
(います。

��«の Z をø(します。OPEN

��«の Z をø(します。SHORT

xの.�

��[\と¦-に シートExcel
へSり~むモニタMを ¡しま
す。
また、 へ56する-の×ØExcel
を ¡します。

^_のH�8を56します。

^_のìさ ßW.`a を56します。( )

³­の を��ながらFUNCTION
��を(なうmn、そのFUNCT

ExcelIONのa�と にS~むパラ
メータにチェックをqけます。
1÷・2÷パラメータþ�にチェック
がÔいmnは、そのFUNCTION
はQlされません。

「45ß6」「789:6」「;ß6」の<=を(なうmnに ¡します。
ただし、「45ß6」を<=させるためには、�@��の a�に「 」をcむd�なFUNCTION C

をa�してください。「 」「 」などです。FUNCTION Cp-D Cs-Q
また「789:6」「;ß6」を<=させるためには、�Û��のfûのgh��FUNCTION
に「 」をcむd�な をa�してください。「 」「 」「 」などです。R Lp-Rp Ls-Rs R-XFUNCTION
�Ûの の§�がijされないと<=[\は シートに56されません。FUNCTION Excel
k�の5ß6は、"8.854187816 として<=されます。E-12"

yz�{の|}を~�したJK

��MをQlした�Ûのq=を(うmnに ¡します。
「45ß6」「4rs6」「�tu」から ¡します。

でサポートされます。W32-E4980SWP

チェックのQR
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���スイープの����â � �6��にチェックQりの|,( )
ç½¾7LCはありませんから、��>、グラフウィザードをz{して�½で¾7してください。

���スイープの����â � �6��にチェックRしの|,( )
ç½¾7LCはありませんから、��>、グラフウィザードをz{して�½で¾7してください。
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y��{の|}を~�したJK

トロイダルコイルの!)*#を\*します。 は、 を%&してください。FUNCTION L-R
を%&した|,は、��:の)*#だけを\*します。L-x

を�まない を%&すると、)*#は*�されません。L,R FUNCTION
スイープRしの��でも、)*#は\*されます。 vき­

wxsyì(mm)

コアのH�8

�{の M、 Mの��Mが シート�にL R Excel
|Pするmnは、そのセルØAを56します。
3「 」「 」「 」など。A1 D12 10AG
��Mがないmnは、�/にします。

トロイダルコイル

.hコイル

チェックのQR

���スイープの����â � �6��にチェックQりの|,( )

���スイープの����â � �6��にチェックRしの|,( )

スイープÝÞ­リストを|Lに56しておきます。

スイープÝÞ­リストを|Lに56しておきます。

�{��データのセルØA
��データがÔいmnは、「�{ MのセルØA」は�/にします。L
Mの�に Mを56します。L R

�{��データのセルØA
��データがÔいmnは、「�{ MのセルØA」は�/にします。L
Mの�に Mを56します。L R

rs6の<=にQlした ML (H)

rs6の<=にQlした ML (H)

4rs6/ø­Å(H/m)

4rs6/ø­Å(H/m)

4rs6 }­Å/ (H/m)

4rs6 }­Å/ (H/m)

)*#の\*�Y

μ’=

μ’=

μ’’=

μ’’=

μ0 * N * N * A

μ0 * N * N * A

μ ω0 * N * N * A *

μ ω0 * N * N * A *

L * ( Leff - Lw )

L *  Leff

L * ( Reff - Rw )

L *  Reff

!)*# ��:( )

!)*# ��:( )

!)*# £�:( )

!)*# £�:( )

.hコイルの��ñをz{する|,

.hコイルの��ñをz{しない|,

L = トロイダルコアの¤¥*¦§
コア�りトロイダルコイルのインダクタンスLeff =

.hコイルのインダクタンスLw =
コア�りトロイダルコイルの&'Reff =

.hコイルの&'Rw =
¨き�N =

A = コアの©.%
μ ª.«の)*#0 =
= 2 fω π

コアのH�8
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���の|}を~�したJK

PN FUNCTION FUNCTION+,.の.15lさを��します。 ñを�む をKず%&してください。 ñを�まない を%&すると、\*はC C
÷われません。

��スイープの|,は、 や ⊿ も×Øに*�します。 ¯の���Yでは、.15だけが*�されます。DC BIAS- ’1/C2’ ’ 1/C2'

���スイープの����â � �6��にチェックQりの|,( )

���スイープの����â � �6��にチェックQりの|,( )

チェックのQR

PNen�の�8を56します。(mm2)

~_の45ß6を56します。

DC BIAS- スイープリストを|Lに56しておきます。

�tuの�さ

�tuの�さ

1/C2 ( - )の<=[\ スイープのmnだけ=öされますDC BIAS

1/C2 ( -の<=[\ スイープのmnDC BIAS
)だけ=öされます

⊿ の<=[\ スイープのmnだけ=öされます1/C2 ( - )DC BIAS

⊿ の<=[\ スイープのmn1/C2 ( -DC BIAS
)だけ=öされます

DC BIAS- スイープリストを|Lに56しておきます。

12/13



\]��� マルチメータ� の.�+-( )

ÄÅ��«とは - でパソコンとeFされているüýがあります。(�Ü)GP IB
ÄÅ��«から»られてくるデータのフォーマットは、 であり、³­のデータのmn(Max10�)、データ.はコンマで��られているüýがあります。ASCII
ô)xての��«との�¼を{�するものではありません。

もし、����	からデータを�け�る�、クエリーコマンドを��に� する"#がある�、ここに� する

クエリコマンドを'(します。ほとんどの01、23で です。OK

もし、マルチメータが コマンド89のものでしたら、;<のコマンドのどれかが>?されます。SCPI

:    ?       :     ?     :    ?READ         FETCH       MEAS

ÄÅ��«のデータ�¼-にトリガがüýな-、チェックをつけます。

����	の - アドレスをV�します。GP IB

Sり~んだデータに、�Ûq=を(ったt、Excelへ56します。
Excelへの56M = ( ��«データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ56する|�をここに56します。
�/のmn、「ÄÅ��«」が56されます。

����Lに、��«に»¼するコマンドがあるmnは、ここに56します。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
を56します。 ��は�/です。

��«のデリミタを§�します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「�õコマンド」からトリガの��を ¡します。GET TRG
��は、「 」の ¡をします。GET
「�õコマンド」を ¡したmnは、トリガコマンドをテキストボックス
に56します。

ÄÅ��«のデータにq=��を(うときにチェックします。
³­のデータが�¼されたmnは、そのxてのデータに、
�Ûに56したq=が(われます。

ÄÅ��«のデータを­Mとして�うか、��しとて�うかの

 ¡を(ないます。��は、「­Mデータ」に§�します。

ÄÅ��«から³­のデータが»¼されるmn、データの

��り��をa�します。:�¶には、「コンマ」がQlされ

ます。

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

GP IB-

7:���

マルチメータ�( )
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